
※先生方への回覧と地域学校協働活動推進員さんへの手渡しをお願いします。 

 令和５年度があと数日で終わります。今年度は、新型コロ

ナ感染症への対応の変更に伴い、各学校でも地域学校協働活

動が活発に取り組まれたように感じています。ただ、新型コ

ロナ感染症への対応がゼロになったわけではなく、インフル

エンザの流行もあり、推進するためには、多くの苦労があっ

たのではないかと思います。担当者及び推進員の皆様大変あ

りがとうございました。 

８４号では、地域学校協働本部運営委員会議及び地域学校協働本部合同（推進員・地域連

携担当教員）会議の様子と令和５年度の活動報告書内の感想をお知らせして、今年度の最終

号としたいと思います。一年間大変お世話になりました。 
 
 

 
 
 
 

３月２６日（火）は、令和５年度「地域学校協働活動本部運営委員会議」を行いました。 

今年度の本部の取組と各学校での地域学校協働活動の様子をお伝えして、運営委員の皆様

にご意見を伺いました。 

提言頂いた意見の詳細については、次年度の最初の事業だよりで、各学校から出されてい

る次年度への課題とともに玉名市の方向性としてお示ししたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 
【事業説明】 【意見交換】 【意見交換】 

 人を育て 地域を創る 
玉名市地域学校協働本部 

事業だより第８４号 

令和６年３月２６日 

 文責：玉名市教育委員会  

令和５年度が終わりました‼ 

【教育長挨拶より抜粋】 
現代社会におきましては、社会情勢が目まぐるしく変化し、子供

たちを取り巻く環境も大きく変化しております。そのため、地域の
宝である子供たちの成長を支えるためには、地域住民や各種団体等
が参画し、地域全体で子供たちの成長を支える仕組みづくりが必要
だと考えております。〈中略〉学校には、地域の力が必要です。地域

資源であるひと・もの・ことを地域学校協働活動にどうつなげてい
くか、どう学習に取り入れていくか考えなくてはいけません。・・・ 

お世話になりました‼ 

３月２６日（火）  令和５年度 第２回地域学校協働活動本部運営委員会議 

裏面あり 



 

 

会では、各学校の活動の成果を確認した後、班毎に成果の共有と課題解決のための方策を

協議していただきました。特に、担任・担当者と推進員・ボランティアとの打合せの重要性

が話題になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 児童・生徒の声 
〇地域の方から、玉名の戦時中の様子について話を聞いた。玉名でも多くの方がなくなっ
たことや小学生も畑仕事をしていたことなど、教科書では学べないことを初めて知り、
戦争は、二度としてはならないと思った。 

〇私は、母が保育士なので保育士になりたいと思っています。この職場実習で意外な一面
を知ることができ、大変だけれど子供のために一生懸命頑張ろうとする気持ちが分かり
ました。この体験で将来の夢を固めることができました。 

◇ 地域の皆様の声 
〇地域で見たことのある子どもの顔ではあったが、学校でのボランティア活動を通して子

供の名前や学校での様子を初めて知り、子供との距離がずいぶんと縮まった。今後も地
域での子供の見守りはもちろんのこと、可能な限り学校へのボランティア活動にも参加
し、地域全体での子供の成長を支えていくことへとつなげていきたい。 

〇毎日の交通安全の見守りで、いつも子供たちからの笑顔を糧に、一日の仕事を頑張って
います。小学校児童及び中学校生徒様が植えられたアジサイがきれいに咲いていました
ので写真を送らせていただきます。 

◇ 学校・職員の声   
〇「ボランティアの協力を得たいが、このような支援内容では見つからないだろうな」と
半ばあきらめながら地域学校協働活動推進員に相談すると、すぐにボランティアの方を
見つけていただいた。地域には多くの様々な方がいるのだと改めて気づかされ、児童の
学びの充実へとつながった。 

〇地域人材の積極的な活用により、児童だけでなく教職員も改めて地域のことを学び、児
童にとってより良い学びとなるよう指導内容の見直しを図ることができた。 

令和５年度地域学校協働活動実施報告書に掲載されていた感想（一部抜粋） 

２月第２回地域学校協働本部合同（推進員・地域連携担当教員）会議の様子 

各班ごとの協議の様子 各班ごとの発表の様子 

全体への成果説明の様子 


